
ジェイクおじいちゃんの お話
はなし

シリーズ

積
せっ

極
きょく

思
し

考
こう

建
けん

設
せつ

会
がい

社
しゃ

の 
クリスマス

　「クリスマス・パフォーマンスの 進
すす

み具
ぐ

合
あい

は 
どうだい？」　家

いえ

に 帰
かえ

って 来
き

た トリスタンに、
ジェイクおじいちゃんが たずねました。

　「ホワイト先
せん

生
せい

が、新
あたら

しい クリスマス・ソングを 
教
おし

えて くれてるんだ。それで、ソロの 部
ぶ

分
ぶん

は ぼくに 
歌
うた

わせて くれるって。」と、トリスタンが 言
い

いました。

　「そりゃ すごいね。」

　「うん。ぼくが 一
いち

番
ばん

 上
じょう

手
ず

だからね。だれも、
ぼくみたいに 上

じょう

手
ず

に 歌
うた

える 子
こ

は いないんだ。」と、
トリスタンは じまんしました。

　「そうなのかい？」　ジェイクおじいちゃんが、
まゆを ひそめました。

　「もちろん そうだよ。じゃあ、聞
き

いてね。」

　そう 言
い

うと、トリスタンは、ホワイト先
せん

生
せい

が 
教
おし

えて くれた 歌
うた

を 歌
うた

って みせました。

　「確
たし

かに 上
じょう

手
ず

だね。すばらしい 歌
うた

声
ごえ

だよ。だけど、
神
かみ

様
さま

が 下
くだ

さった 才
さい

能
のう

を じまんし始
はじ

める 時
とき

には いつも、
気
き

を 付
つ

けなくちゃ いけない。お前
まえ

が じまんすると、
周
まわ

りの 子
こ

どもたちは お前
まえ

ほど うまく ないと 思
おも

って、
気
き

持
も

ちが きずつく ことも あるからだ。

　「だけど、本
ほん

当
とう

に ぼくが 他
ほか

の 子
こ

たちよりも 
上

じょう

手
ず

だったら？」

積
せっ

極
きょく

思
し

考
こう

建
けん

設
せつ

会
がい

社
しゃ



　「それでも、他
ほか

の 子
こ

どもたちを はげます ほうが いい。
そうすれば、みんなも ベストを つくしたいって いう 気

き

持
も

ちに 
なれるからね。みんなが 同

おな

じ 才
さい

能
のう

を 持
も

っている わけじゃ ない。
だけど、だれにでも、何

なん

らかの 特
とく

別
べつ

な 才
さい

能
のう

が あるものだ。
ちょうど、積

せっ

極
きょく

思
し

考
こう

建
けん

設
せつ

会
がい

社
しゃ

の お話
はなし

の ようにね。

　積
せっ

極
きょく

思
し

考
こう

建
けん

設
せつ

会
がい

社
しゃ

は、クリスマス映
えい

画
が

の さつえいに 使
つか

う 
セットを 作

つく

る 仕
し

事
ごと

を することに なりました。みんな、
こうふんしています。重

じゅう

機
き

車
しゃ

両
りょう

は みんな、最
さい

高
こう

の 状
じょう

態
たい

で 
働

はたら

けるように 整
せい

備
び

され、中
なか

には 塗
と

装
そう

し直
なお

して もらった 
車
しゃ

両
りょう

も ありました。

　監
かん

督
とく

さんが みんなに 言
い

いました。「君
きみ

たちが すばらしい 
仕
し

事
ごと

を してくれる ことを、期
き

待
たい

しているよ。君
きみ

たちは、
すばらしい チームだ。それぞれ、ベストを つくして ほしい。
楽
たの

しく 働
はたら

いて くれたまえ！」

　「映
えい

画
が

の セットを 作
つく

る 仕
し

事
ごと

を もらうなんて、考
かんが

えた ことも 
なかったよ。こんな こと、今

いま

までに したことも ないしね。」と、
ミニショベルが 油

ゆ

圧
あつ

ショベルの ダッグスに 話
はな

して いました。

　「ぼくだって そうだよ。だけど、ぼくたちは チームで 
協

きょう

力
りょく

して 働
はたら

く ことを 知
し

っている。ぼくたちは、すばらしい 
建
けん

設
せつ

チームだと 思
おも

うよ。だからこそ、この 仕
し

事
ごと

を もらったんじゃ 
ないかな。だから、心

しん

配
ぱい

ないよ。今
いま

まで してきたように 働
はたら

けば 
いいんだ。きっと、いい 仕

し

事
ごと

が できるさ。」



　「ありがとう、ダッグス。ぼくに 仕
し

事
ごと

を 教
おし

えて くれたのも、
君
きみ

だしね。君
きみ

から 教
おそ

わるのは 楽
たの

しいよ。」と、ミニショベル。

　「どう いたしまして。」

　最
さい

初
しょ

の 数
すう

日
にち

間
かん

、建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

は 順
じゅん

調
ちょう

に 進
すす

んでいました。ところが、
しばらく すると、重

じゅう

機
き

車
しゃ

両
りょう

の 何
なん

台
だい

かが 問
もん

題
だい

を かかえ始
はじ

めました。

　ある日
ひ

の 昼
ひる

休
やす

みの こと。クレーン車
しゃ

の クランクが 神
しん

経
けい

質
しつ

に 
なって いました。「もう、ローリーとは いっしょに 働

はたら

けないよ。
やたらと いばりくさって、うるさいんだ。塗

と

装
そう

し直
なお

して もらった 
せいだね。何

なに

かを のせようと するたびに、塗
と

装
そう

が よごれるって、
大
おお

さわぎなんだ。1
ひとり

人で 働
はたら

いた ほうが いい 仕
し

事
ごと

が できそうな 
くらいだよ。」と、クランクが ブルドーザーに 話

はな

していました。

　「その 気
き

持
も

ち、分
わ

かるよ。ダッグスなんて、建
けん

設
せつ

について 
自
じ

分
ぶん

が どれだけ 知
し

っているか、えんえんと しゃべり
続
つづ

けるんだぜ！　おれよりも、自
じ

分
ぶん

の ほうが ずっと 役
やく

に 
立
た

ってるって 思
おも

っているのさ。おれは、他
ほか

の 仕
し

事
ごと

を さがしに 
行
い

くよ。やつの そばには いたく ないからな。」と、
ドウザーも 言

い

いました。



　現
げん

場
ば

の 他
ほか

の 場
ば

所
しょ

では、ダッグスが ロードマーカーと 
ロードローラーに、ドウザーが どれだけ なまけて いるかを 
話
はな

していました。「それだけじゃ ない。コンクリート兄
きょう

弟
だい

だって 
そうさ。どうして 彼

かれ

らが この 建
けん

設
せつ

チームに いるのか、
分
わ

からないよ。」

　「おい、君
きみ

たちを 待
ま

ってるんだぞ。」　ダンプカーの ディーが 
ふきげんそうに 言

い

いました。「ホリデーか 何
なに

かだと 思
おも

って 
いるのかい？　しなくちゃ いけない 仕

し

事
ごと

が あるんだ。
さっさと 始

はじ

めようぜ！」

　そう 言
い

うと、ディーは ガタゴトと 音
おと

を 立
た

てながら、先
さき

に 
行
い

ってしまいました。

　「みすぼらしい ディーが、そのままだぞ。やつは、ぼくたち
みたいに 整

せい

備
び

して もらえなかったみたいじゃ ないか。
ふきげんなのも、無

む

理
り

は ないな！」と、ダッグスが 言
い

いました。

　「だけど、ぼくたちも もう、仕
し

事
ごと

に もどらないと。
そうで ないと、ディーが もっと ふきげんに なるよ。」と、
ロードローラーが 言

い

いました。

　「別
べつ

に、やつが 必
ひつ

要
よう

だとは 思
おも

わないんだがね。ぼくたち
だけでも 仕

し

事
ごと

が できるじゃ ないか。おこりたかったら、
おこらせときゃ いいさ。」と、ダッグスが 言

い

いました。

　その日
ひ

の 午
ご

後
ご

、監
かん

督
とく

さんが 工
こう

事
じ

の 進
すす

み具
ぐ

合
あい

を 見
み

るために 
やって来

き

ました。（何
なに

かが うまく いって いないぞ。）と、
監
かん

督
とく

さんは 思
おも

いました。



　チームに した 車
しゃ

両
りょう

の 大
だい

部
ぶ

分
ぶん

が、いっしょに 働
はたら

いて いません。
非
ひ

常
じょう

に 不
ふ

満
まん

そうな 車
しゃ

両
りょう

も います。言
い

い争
あらそ

いが たえず、仕
し

事
ごと

も 
ちゃんと 進

すす

んで いません。

　（こりゃ、まずいな。このままじゃあ、時
じ

間
かん

までに 工
こう

事
じ

が 
終
お

わらない。何
なに

か 手
て

立
だ

てを 考
かんが

えないと！）と 監
かん

督
とく

さんは 
思
おも

いました。

　「こんにちは、監
かん

督
とく

さん。」　陽
よう

気
き

な 声
こえ

が しました。
ミニショベルです。

　「やあ、ミニショベル君
くん

。わたしが 頼
たの

んだ通
とお

りに 仕
し

事
ごと

を 
して くれている 車

しゃ

両
りょう

が いて、よかったよ。ところで、一
いっ

体
たい

 
何
なに

が 起
お

こって いるのか、知
し

っているかい？」と、監
かん

督
とく

さん。

　「いいえ。自
じ

分
ぶん

の 仕
し

事
ごと

で いそがしくって。」

　すると、大
おお

きな 物
もの

が 落
お

ちる 音
おと

が しました。監
かん

督
とく

さんと 
ミニショベルは、何

なに

が 起
お

こったのかと、ふり向
む

きました。

　「お前
まえ

の せいだぞ！」　クランクが さけびました。

　クランクが 持
も

ち上
あ

げていた 大
おお

きな 鉄
てっ

鋼
こう

の 柱
はしら

の １
いっ

本
ぽん

が 
すりぬけて、地

じ

面
めん

に ドーンと 落
お

ちたのです。幸
さいわ

いな ことに、
落
お

ちたのが あまり 高
たか

くない 位
い

置
ち

からで、だれにも 当
あ

たりません
でした。

映
えい

画
が

制
せい

作
さく

現
げん

場
ば



　「自
じ

分
ぶん

の ミスなのに、わたしの せいに しないでよ。」　
ローリーも 言

い

い返
かえ

しました。「もう ちょっとで、わたしに 
当
あ

たる 所
ところ

だったのよ。そうなって いたら、塗
と

装
そう

したてが 
台
だい

無
な

しに なって いたわ！」

　監
かん

督
とく

さんは、もう うんざりです。

　「みんな、静
しず

かに！」　彼
かれ

は 拡
かく

声
せい

器
き

を 使
つか

って 言
い

いました。

　工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

は、シーンと なりました。

　「今
きょう

日 ここで 起
お

こっている ことは、非
ひ

常
じょう

に 悲
かな

しい ことです。
現
げん

場
ば

を 歩
ある

き回
まわ

って みましたが、聞
き

こえるのは みな、言
い

い争
あらそ

いや 
けんかや じまん話

ばなし

や、みにくい 話
はな

し方
かた

ばかりです。そんな 
ことで、仕

し

事
ごと

が できるでしょうか？」

　みんな、だまって います。

　「話
はな

しても いいですか？」と、ミニショベルが たずねました。

　「もちろんだとも。」と、監
かん

督
とく

さん。「みんなが つまらない 
口
くち

げんかばかりを している 間
あいだ

、すべき 仕
し

事
ごと

を していたのは、
ミニショベルだけだぞ。」

　ミニショベルが 話
はな

し始
はじ

めました。「やあ、みんな。今
け

朝
さ

、
ぼくは 考

かんが

えて いたんだ。この 仕
し

事
ごと

が どんなに すばらしいかって 
ことを。だって、今

いま

まで、映
えい

画
が

の セットを 作
つく

る 仕
し

事
ごと

が 
できるなんて、考

かんが

えてみた ことも なかったからね。だけど、
もっと 特

とく

別
べつ

なのは、これが、クリスマス映
えい

画
が

の ためだって 
ことなんだ。それって、すごい ことだと 思

おも

う。



　イエス様
さま

って、すごく 質
しっ

素
そ

な すがたで この世
よ

に 来
こ

られた
でしょ。全

ぜん

宇
う

宙
ちゅう

の 王
おう

様
さま

だったのに、動
どう

物
ぶつ

くさい、ちっぽけで 
質
しっ

素
そ

な 馬
うま

小
ご

屋
や

で 生
う

まれたんだもの。

　イエス様
さま

は すごく 高
こう

貴
き

で 特
とく

別
べつ

な 方
かた

だったのに、自
じ

分
ぶん

が 
だれかとか、自

じ

分
ぶん

が どんな ことが できるかとか、じまんした 
ことなんて、なかったよね。だれにも できないような ことを、
たくさん したのにね。だから、もし ぼくたちが それに 
ならおうと するなら、つまり、けんきょで 柔

にゅう

和
わ

で いようと 
するなら、もっと たくさんの ことが できると 思

おも

うんだ。」

　「全
まった

く、その通
とお

りだ。」と、監
かん

督
とく

さん。「ミニショベルの 
言
い

ってる ことは 正
ただ

しいよ。君
きみ

たちは みんな、それぞれの 
目
もく

的
てき

が あって、特
とく

定
てい

の 能
のう

力
りょく

を 持
も

って 作
つく

られている。だが、
いっしょに 協

きょう

力
りょく

して 働
はたら

かなければ ならない。それぞれが 
必
ひつ

要
よう

と されている。だからこそ、君
きみ

たちは この チームに 
いるんだ。まずは みんな、おたがい同

どう

士
し

 あやまって、
それから、すべき 仕

し

事
ごと

を いっしょに 協
きょう

力
りょく

して やろうじゃ 
ないか。」

　みんなが おたがい同
どう

士
し

 あやまった 後
あと

、建
けん

設
せつ

車
しゃ

両
りょう

たちは 
仕
し

事
ごと

に もどりました。そして、団
だん

結
けつ

して 働
はたら

いた 結
けっ

果
か

、
すばらしい セットが でき上

あ

がったのでした。

　ドウザーが ミニショベルに 言
い

いました。「クリスマスの 
意
い

味
み

を 思
おも

い出
だ

させて くれて、ありがとう。イエス様
さま

みたいに、
ぼくたちも、愛

あい

し合
あ

い、助
たす

け合
あ

わなくちゃ いけないね。」
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　２週
しゅう

間
かん

後
ご

に、学
がっ

校
こう

での クリスマス・パフォーマンスが ありました。
トリスタンは、デリックと トロイと いっしょに、「ドラマーボーイ」を
歌
うた

いました。３人
にん

とも、とても 上
じょう

手
ず

に 歌
うた

いました。それから 他
ほか

の 歌
うた

が 
何
なん

曲
きょく

か 続
つづ

き、短
みじか

い 劇
げき

が 演
えん

じられました。みんな、その ショーを 
楽
たの

しみました。

　「上
じょう

出
で

来
き

だ、トリスタン！　すばらしい パフォーマンスだったよ。」と、
ジェイクおじいちゃん。

　「ありがとう。おじいちゃんが 話
はな

して くれた お話
はなし

を、他
ほか

の 子
こ

たち
にも 話

はな

したんだ。ぼくたち、チームで いっしょに がんばったんだよ。
それぞれの 役

やく

を 一
いっ

生
しょう

けん命
めい

ね。そしたら、うまく いったんだ。」

　「本
ほん

当
とう

に、その通
とお

りだね！　すばらしい クリスマス・パフォーマンス
だった。お前

まえ

を ほこりに 思
おも

うよ。」　おじいちゃんが 大
おお

喜
よろこ

びで 
言
い

いました。

　「おじいちゃん、メリークリスマス。」　そう 言
い

って、トリスタンは 
おじいちゃんに ハグしました。

　「メリークリスマス、トリスタン。」

 教
きょう

訓
くん

：クリスマスは、愛
あい

と 思
おも

いやりと 助
たす

け合
あ

いの 時
とき

。
クリスマスを 祝

いわ

う 時
とき

は、自
じ

分
ぶん

よりも 周
まわ

りの 人
ひと

たちの 

ことを 先
さき

に 考
かんが

えよう。それが、最
さい

高
こう

に 幸
しあわ

せに なる 方
ほう

法
ほう

。
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